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1. ["地域研究」開催の趣旨

第34回学会大会では、大会初日に「地域研究」を実

施しました。

レジャー・レクリエーション学会では、昨年の第33

回大会から、「地域研究jを学会大会中の正式な研究

活動に位置づけています。つまり、他の多くの学会で

行われているような、大会前後のオプションとしての

見学会ではないということです。

レジャー・レクリエーション学会は、体育学、福祉

学、造国学、社会学など、実に多様な学術的パックボー

ンを持った研究者が集まる学際的な学会です。そのた

め、年に一度の大会期間中に、多様な研究分野の人々

と、共通のフィールド体験を共有し、ディスカッショ

ンを行うことで、学会としての共通認識を深めていこ

うというねらいで、「地域研究」に取り組んでいますの

2. ["地域研究:都市レシャーの今昔」の概要

4年ぶりに東京(立教大学)で開催された第34回大

会では、地域研究のテーマを「都市レジャーの今昔」

としました。

首都東京は、江戸時代の幕開けから現在に至るまで、

わが国の都市レジャーの中心地として発展してきまし

た。その約400年の歴史の中で、江戸から東京にいた

る都市レジャーがどのように変遷したのかを、都心の

いくつかのスポットを巡りながら見聞を深めることが

今回の地域研究のねらいです。

江戸東京の都市レジャーというと、たとえその分野

を専門としていなくても、しばしば見聞きするテーマ

ではないかと思います。そのため、何となく、もう十

分知った気になっている人も多いかもしれません。し

かし、学会として、江戸東京をはじめとする都市のレ

ジャーを学術的に深く考察する機会は、いままで思っ

たより少なかったはずです。さらに言えば、「六本木

ヒルズ」ゃ「はとパス」など、名前はよく聞くものの、

実際に利用した経験がないという学会員も少なくない

と忠います。

江戸東京のレジャー・レクリエーションの空間、歴

史、仕掛けは、予想以上に奥が深いといえます。その

ため、実体験や詳しい解説に基づいた考察を、多様な

専門性を持つ学会員同士で、ざっくばらんに行うには、

江戸東京は非常におもしろい題材です。この様な理由

から、第34回大会では、江戸東京の都市レジャーを真

正面から採り上げた訳で、す。そして、いくつかのトピッ

ク的な体験や、ガイドツアーなどを通じて、江戸東京

のレジャー・レクリエーションについて見聞を深めよ

うをいう企画にした次第です。

なお、今回の地域研究の参加者は29名。平成16年12

月3日の午後に行いました。具体的には、六本木ヒル

ズ(都市レジャーの今)と江戸東京博物館(都市レジャー

の昔)をはとパスで移動するという形式をとりました。

主催者側では、この地域研究を通じて、いくつかのト
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ピックを設定していたので、それにしたがって、以下

報告を行います。

3. トピック自然再生とレジャー空間

~六本木ヒルズ~

「都市レジャーの今」を考える舞台として、まずは

じめに選んだ場所は六本木ヒルズです。ここは言わず、

と知れた都市レジャーの中心地です。また、レストラ

ン、ショッピング、美術館などが林立し、下調べ無し

に1人で、出かけても、迷ってしまうほど多彩で複雑な

現代的都市レジャー空間となっています。

写真一 1 六本木ヒルスの田んぼ(地域研究は12月に

開催されたため、既に収穫後であったが、春から秋に

かけては、六本木の真ん中で稲の生長が楽しめる。)

写真一 2 毛利庭園 (見学者はイヤホンをつけ、プ

ロによる無線ガイドを聞くシステムになっている。こ

の毛利庭園の池には、いわゆる「宇宙メダカ」子孫が

放流されている。)
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また、近年の環境問題を受けて、六本木ヒルズには、

屋 k緑化をはじめ、自然との共生の場をつくるための

工夫が随所にあります。つまり、現代の都市レジャー

では、単なるアメニテイや楽しみの追求だけではなく、

環境問題や自然との共生を考えながら、空間づくりを

行うことが、欠かせない条件となっています。そのた

め、六本木ヒルズで、は、「自然再生とレジャー空間」

に関する見聞を深めることにしました。

具体的には、六本木ヒルズか有料で開催しているウォー

キング・ツアーへの参加を通じて、六本木ヒルズ内の

自然再生の実態について学習しました。例えば、「六

本木の田んぼ」として有名で、かっ個人では見学でき

ない屋上緑化の空間である「けやき坂コンプレックス

の屋上庭園(写真 l)Jや、江戸時代に長州藩毛利

亭の屋敷にあった由緒ある池を保存・再生した「毛利

庭園(写真 2 )Jなどを中心に、プロのガイドによ

る解説のもと見学しました。

ウォーキング・ツアーで自然再坐の現場を見学した

後には、対照的な事例として、六本木ヒルズ森タワー

の49階に上がり、人工的なアメニティ空間である「ア

カデミーヒルズ 六本木ライブラリー(写真一 3) J 

を見学しました。ここは、通常団体見学には公開され

ていない会員制の施設です。この企画は、外国人を中

心とするタレント事業やマスコミ・文化事業で活躍著

しい(株)稲川素子事務所の稲川素子さんによる特別

議総輯欝轟

遺揚揚器購

醤灘滋滋器護

要望き義勢総豹警慢でま議員ラ唱を緩く

写真一 3 アカテミーヒルズ 六本木ライブラリー

(館内は撮影禁止のため、パンフレットを掲載。ゆっ

たりとした人工的的技術を駆使したアメニティ空間が

広がっている。)



写真一 4 Iアカデミーヒルズ 六本木ライブラリー」

の見学でお世話になった稲川素子さん(写真中央)

の紹介で実現しました(写真 4 )。紙面を借りてお

札を申し上げたいと思います。

「アカデミーヒルズ 六本木ライブラリー」は、世

界的な建築家である隈研吾氏のデザインによる洗練さ

れた空間に、新刊書やビジネス資料などの豊富な図書

を取りそろえています。ビジネスマンなどを対象に、

都心における知的活動のための環境を、最新の技術を

駆使して実現しようとしている一風変わったライブラ

リーなのです。実際に中に入ってみると、明るく静か

な空間が広がっていて、窓際の席に鹿ると、 200mを

超える高見から、東京の市街地が{府隊できます。この

様な環境を享受しながら、読書や調べものなどの知的

活動を行うことができるわけです。この様な空間を、

コミュニテイメンパーになると朝 8時から夜11時まで、

オフィスメンバーになると24時間365日の利用が可能

なのだそうです。館内には、ライブラリーゾーンはも

とより、ライブラリーカフェやリラクゼーションルー

ムなどもあり、人工的なアメニティ技術が随所に用意

されていて、図書館に居ながらにしてリラックスや気

分転換も可能です。また、この図書館は本の貸し出し

を行っていないことが非常にユニークです。このライ

ブラリーでは、気に入って持ち帰りたい本は、その場

で購入するという、独自のシステムをとっているので

す。

4. トピック 2 江戸の娯楽とライフスタイル

~江戸東京博物館~

「都市レジャーの昔jを考える舞台として、 2番目

田中 「都市レジャーの今昔J報告

写真一 5 江戸東京博物館の全景

に選んだ場所は江戸東京博物館です。江戸東京博物館

は、失われつつある江戸東京の歴史遺産を守るととも

に、歴史と文化を振り返ることによって未来の東京を

考えるために、平成 5年に開設された博物館です(写

真十 5)。

展示室は、「江戸ゾーンJr東京ゾーンJr通史ゾー

ン」で構成され、浮世絵や絵巻、着物、古地区iなど約

2，500点、大型模型jなど約50点あまりが展示されてい

ます。そして、江戸時代の武士や町人の暮らしゃ芝居

と遊旦、貸本・絵図などの出版丈化、江戸の四季と盛

り場など、江戸時代の都市のレジ、ャー・レクリエーショ

ンを知るために格好の展示が、分かりやすく並べられ

ていています。そのため、例えば、大学の授業の一環

として、わが国の近世・近代のレジャー史の実習をす

る場合、江戸東京博物館は非常に適した施設です。

江戸東京博物館では、六本木ヒルズのようなプロに

よるガイド市Ijをとっておらず、ボランテイアガイド制

度をとっています。ただし、ホ、ランティアガイドとは

いえ、毎年の募集定員をはるかに超える応募があり、

それを突破した精鋭の方々が集まっています。そのた

め、どのボランテイアガイドの方も非常に豊富な知識

と解説技術を持っています。また、今回は日本語によ

る解説をお願いしましたが、英語はもとより、フラン

ス語、スペイン語、中国語などの外国語によるガイド

も可能で、外国の方々に江戸東京の都市文化を伝える

メッセンジャーとしての役割も果たしています。

今回の地域研究では、そのボランテイアカ、、イドにお

願いし、常設展の入り口付近で、展示内容のブリーフイ

ングをわーってもらい(写真一 6)、江戸の娯楽やライ

フスタイルに関する見聞を深めました。
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写真-6 江戸東京博物館の木、ランティアガイドによ

る説明(ボランテイアガイドの方は、比較的年配の方

が多く、豊富な知識と、礼儀正しい語り口が印象に残

る。)

例えば常設展の入り口にある日判喬のセットをわたっ

たところに、 2双の大きな扉風が展示しであります。

一方は武士の目から見た江戸の空間、もう一方には町

人の日から見た江戸の空間が描かれています。 2つの

扉風を比較してみると、江戸時代の武士と町人との娯

楽感の違いが明瞭に分かります。描かれている内容が

まったく違ったり、たとえ同じものが書いてあっても

その大きさが極端に違うことが明確なので、いつまで

見ていても飽きません。

そのほかにも、江戸時代の貸本システムは、背負子

を担いだ貸本屋が、利用者(町人)の家を一軒一軒訪

問配達する方法をとっていることなどが展示されてい

ました。先程の六本木ヒルズのライブラリーと比較す

ると、時代を隔てた読書スタイルの変遷が非常に興味

深く感じられました。

ボランティアガイドによる解説の後は、流れ解散を

して、各自興味のある展示施設を自由見学して頂きま

した。展示内容そのものが非常に豊富なので、参加者

の中には午後8時の閉館間際まで、見学を続けた人も

いたとのことです。

5. トピック 3 移動に利用した「はとパス」

見学会の交通機関には「はとパスjを利用しました。

ちなみに、はとパスの設立は1948年(昭和23年)0 その

際の趣旨は「内外人ヲ対象トシテ、内ハ国内観光ニ新

時代的ニシテ快適ナサービスヲ供スル・・・、外ハ国

際観光客ニ対シテ本事業ヲ通ジテ、新生平和日本ノ真

ノ姿ヲ紹介・・・」と、戦後復興期の意気込みが込め
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写真一 7 東京駅構内の案内板 (1はとパス」だけは

独立明示されている。)

られています。それから半世紀。「はとパス」は昭和

の都市レジャーを牽引し、現在も新しい東京の姿を圏

内外の人々に紹介しています。

今回の地域研究では、現実の「はとパス」を利用し

てもらうこともトピックの lつでした。

例えば、集合場所の最寄り駅、東京駅構内の看板を

見ると(写真一7)、他のパスと違い、「はとパス」だ

けは、個別に道案内が明示されていることが体験でき

ます。また、「はとパスjは東京駅などの大きな駅の

ロータリーに乗りつけないという事実も、実際に「は

とパス」を利用しなければイ本験:できなかったと思いま

す。今回の現地研究の集合場所が、東京駅前ではなく、

駅からから歩いて 5分の鍛冶橋駐車場となっていたの

もそのような理由からなのです。

当日の乗車時間そのものは、 1時間程度だったため、

運転手さんやガイドさんとの交流は十分で、はなかった

ともいえますが、体験としての「はとパス」乗車とい

う目的は達成できたと思います。

6. おわりに

以上、地域研究の概要を報告しました。次回35回大

会は、国際基督教大学(ICU)で開催される予定です。

学際的な研究者が集まるレジャー・レクリエーショ

ン学会において、会員聞の相互交流を深めるためにも、

この様な地域研究を継続することは重要だと思います。

今回の地域研究には参加できなかった方々も、是非次

回の地域研究に参加して、デイスカッションの輸に加

わって頂ければ幸いです。




